
 審
議

し
た

議
案

 

議会だより ９７号        ２ 

平成２５年 １２月定例議会号 

 

 第４回定例会が１２月１７日と１８日の２日

間で開催され、一般会計と５特別会計の補正予

算のほか議案等審議を行い、４件を付託審査と

したほか、原案のとおり可決しました。 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
一
般 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
） 

 

１
億
４
６
４
３
万
円
が
追
加
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
51
億
４
４
４ 

０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金 

３
２
０
７
万
円 

・
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進 

 

事
業
費
補
助
金 

１
９
０
万
円 

・
土
地
・
建
物
売
払
収
入 

１
８
２
万
円 

・
奨
学
資
金
寄
附
金 

１
０
０
万
円 

・
保
健
衛
生
事
業
寄
附
金 

１
億
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

▲
１
億
５
１
０
０
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

８
８
５
３
万
円 

・
旧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
Ｅ 

 

型
等
解
体
撤
去
事
業
費
債 

１
４
０
万
円 

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
医
療
機
器 

 

整
備
事
業
費
債 

７
０
４
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
給
料
（
一
般
職
・
嘱
託
職
員
） 

 
 

▲
３
８
９
万
円 

・
職
員
手
当
等
（
嘱
託
職
員
） 

 
 

 

１
８
７
万
円 

・
共
済
費
（
一
般
職
） 

▲
１
４
５
２
万
円 

・
共
済
費
（
調
整
負
担
金
等
） 

▲
１
５
０
万
円 

「
ク

リ
ニ

ッ
ク

さ
ろ

ま
」

「
ク

リ
ニ

ッ
ク

さ
ろ

ま
」

「
ク

リ
ニ

ッ
ク

さ
ろ

ま
」

   
医

療
機

器
等

購
入

に
医

療
機

器
等

購
入

に
医

療
機

器
等

購
入

に
   

１
億

４
，

７
０

０
万

円
を
増

額
補

正
！

１
億

４
，

７
０

０
万

円
を
増

額
補

正
！

１
億

４
，

７
０

０
万

円
を
増

額
補

正
！

   

昨
冬
に
続
き 

 

福
祉
灯
油
と
し
て
５
０
０
万
円
を
予
算
計
上
！ 

 

 

 

 

・審議した議案① 

・
高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格
高
騰 

 

対
策
扶
助
費 

 

５
０
０
万
円 

・
消
耗
品
費
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ 

 

ま
医
療
機
器
） 

１
７
１
万
円 

・
燃
料
費
（
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
維 

 

持
管
理
） 

 
 

２
６
４
万
円 

・
光
熱
水
費
（
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

維
持
管
理
） 

 

１
６
０
万
円 

・
佐
呂
間
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
改
修 

 

工
事 

 
 

 
 

１
１
８
万
円 

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
看
護
師
等 

 

住
宅
改
修
工
事 

４
５
３
万
円 

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
医
療
機
器 

 

購
入
費 

１
億
４
５
３
２
万
円 

 
 

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
仮
設
ハ
ウ 

 

ス
購
入
費 

 
 

２
２
５
万
円 

・
民
有
林
人
工
造
林
推
進
事
業
費 

 

補
助
金 

 
 

 

１
７
２
万
円 

・
給
料
（
教
育
費
一
般
職
） 

▲
１
８
１
万
円 

カルテなどの電子化により、導

入が予定される自動再来受付機 

  

 



３        議会だより ９７号 

□
佐
呂
間
町
褒
賞
条
例
の
一
部 

 

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ 

 

い
て 

 

表
彰
の
該
当
者
に
特
別
功
労
者

と
し
て
、
公
共
の
た
め
１
０
０
０

万
円
以
上
の
金
品
を
寄
附
し
た
も

の
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
条
例 

の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
税
条
例
の
一
部
を 

 
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

 
国
の
税
制
改
正
に
よ
り
地
方
税

平成２５年 １２月定例議会号 

 

 

 

 

・審議した議案② 

・
職
員
手
当
等
（
教
育
費
一
般
職
） 

▲
２
２
７
万
円 

・
奨
学
資
金
基
金
積
立
金 

１
０
０
万
円 

・
芸
術
文
化
事
業
企
画
委
員
会
運 

 

営
費
補
助
金 

▲
２
２
９
万
円 

 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
簡
易 

 

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
） 

 

１
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
３
億
３
５
８
８
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

１
０
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
修
繕
料 

 
 

 
１
０
０
万
円 

 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
国
民 

 

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予 

 

算 
 
 
 
 

（
第
２
号
） 

 

５
７
４
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
８
億
７
８
９
７
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
そ
の
他
繰
越
金 

５
７
１
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費 

 

負
担
金 

 
 

 

２
８
０
万
円 

・
一
般
被
保
険
者
療
養
費
負
担
金 

１
１
４
万
円 

・
出
産
育
児
一
時
金 

１
６
３
万
円 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
公
共 

 

下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
１
号
） 

 

23
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
１
億
９
４
５
７
万
円
に
な 

り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

 
 

23
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
職
員
手
当
等
（
一
般
職
） 

▲
１
７
２
万
円 

・
修
繕
料
（
公
共
下
水
道
） 99

万
円 

・
修
繕
料
（
漁
業
集
落
排
水
） 

95
万
円 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補 

 

正
予
算 

 
 

（
第
２
号
） 

 

７
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
２
億
３
６
２
２
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
前
年
度
繰
越
金 

 
 

７
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
給
料
（
嘱
託
職
員
） 

 

▲
１
１
４
万
円 

・
職
員
手
当
等
（
嘱
託
職
員
） 

 
 

 

２
４
５
万
円 

・
共
済
費
（
一
般
職
） 

▲
１
２
３
万
円 

□
平
成
25
年
度
佐
呂
間
町
介
護 

 

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
） 

 

15
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
５
億
３
１
４
７
万
円
に
な 

り
ま
し
た
。 

下水道管理センターから浜佐呂間などの

汚水処理状況を監視する遠方監視装置 

法
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
公
的
年
金
所
得
者
の
個
人
町

民
税
の
特
別
徴
収
の
取
り
扱
い
な

ど
が
変
更
さ
れ
た
た
め
条
例
の
一 

部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
国
民
健
康
保
険
税 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 

 

例
制
定
に
つ
い
て 

 

税
制
改
正
に
よ
り
地
方
税
法
等

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引

用
条
文
を
変
更
等
す
る
た
め
条
例 

の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
後
期
高
齢
者
医
療 

 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改 

 

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

   

国
の
税
制
改
正
に
よ
り
地
方
税

法
等
が
改
正
さ
れ
、
地
方
税
に
係

る
延
滞
金
の
利
率
引
き
下
げ
が
決

定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
に
お

い
て
は
佐
呂
間
町
税
条
例
の
規
定

を
準
用
す
る
こ
と
と
し
て
条
例
の 

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
社
会
教
育
委
員
設 

 

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

 

条
例
制
定
に
つ
い
て 

   

社
会
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、

社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
基
準
を
条

例
で
定
め
る
た
め
条
例
の
一
部
改 

正
を
行
い
ま
し
た
。 

 



長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
議
会
議

員
及
び
監
査
委
員
等
の
委
員
の
給

料
等
支
給
額
を
増
額
す
る
条
例
の 

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。 

 

新
た
な
給
料
等
の
額
は
、
現
在

暫
定
減
額
し
て
い
る
額
の
１
／
２

を
復
活
さ
せ
る
形
で
、
26
年
４
月 

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
年
額
支
給
だ
っ
た
監
査

委
員
、
農
業
委
員
、
教
育
委
員
等

の
報
酬
は
、
月
額
支
給
と
さ
れ
ま 

し
た
。 

平成２５年 １２月定例議会号 

 

 

 

 

・審議した議案③ 

 26年４月から 現行支給額 

（暫定減額後） 

17年３月まで 

（現行条例額） 

町長 750,000 700,000 800,000 

副町長 605,000 564,000 645,000 

教育長 540,000 503,000 575,000 

議長 275,000 261,000 290,000 

副議長 225,000 211,000 235,000 

各委員長 205,000 193,000 215,000 

議員 185,000 175,000 195,000 

 （単位：円） 

議会だより ９７号        ４ 

□
特
別
職
の
給
料
額
及
び
旅
費 

 

額
並
び
に
そ
の
支
給
条
例
の 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

□
佐
呂
間
町
教
育
委
員
会
教
育 

 

長
の
給
料
額
及
び
旅
費
額
並 

 

び
に
そ
の
支
給
条
例
の
一
部 

 
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ 

 
い
て 

□
佐
呂
間
町
議
会
議
員
の
議
員 

 

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関 

 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す 

 

る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

□
特
別
職
及
び
そ
の
他
の
報
酬 

 

額
、
費
用
弁
償
額
及
び
そ
の 

 

支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

   

町
村
合
併
を
せ
ず
自
主
自
立
を

目
指
す
た
め
、
平
成
17
年
４
月
か

ら
町
長
ほ
か
特
別
職
給
料
及
び
議

会
議
員
報
酬
等
を
暫
定
的
に
減
額

支
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
先
般
開

催
さ
れ
た
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
で
は
、
給
料
・
報
酬
等
は

管
内
町
村
の
中
庸
が
望
ま
し
い
と

の
こ
と
か
ら
、
暫
定
的
な
減
額
を

廃
止
し
、
新
た
に
給
料
・
報
酬
等

の
額
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
、
町

□
遠
軽
地
区
障
害
程
度
区
分
認 

 

定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の 

 

変
更
に
つ
い
て 

 

国
の
障
害
者
自
立
支
援
法
が
障

害
者
総
合
支
援
法
に
変
わ
っ
た
こ

と
に
伴
い
、
遠
軽
町
、
湧
別
町
と

共
同
設
置
し
て
い
る
認
定
審
査
会

の
共
同
設
置
規
約
内
の
文
言
等
を 

変
更
す
る
も
の
で
す
。 

 

□
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て 

 

本
年

11
月
か
ら
本
放
送
が
始

ま
っ
た
Ｔ
Ｖ
ｈ
に
対
し
、
既
存
民

放
テ
レ
ビ
局
４
社
と
同
様
に
テ
レ

ビ
中
継
局
を
無
償
貸
付
す
る
も
の 

で
す
。 

・
施
設
の
所
在
地
、
名
称 

 

①
若
里 

佐
呂
間
テ
レ
ビ
中
継
局 

 

②
啓
生 

若
佐
テ
レ
ビ
中
継
局 

 

③
知
来 

佐
呂
間
知
来
テ
レ
ビ 

 
 

 
 

 

中
継
局 

・
貸
付
の
目
的 

 

テ
レ
ビ
放
送
事
業
の
た
め 

特
別

職
給
与
・

議
員

報
酬

を
改

正
 

～
 

26年
度

支
給

分
か

ら
 

～
 

□
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
運
営
委 

 

員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ 

 

い
て 

 

町
立
診
療
所
と
し
て
持
続
可
能

な
医
療
を
提
供
し
、
適
切
な
運
営

を
行
う
た
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま

運
営
委
員
会
を
設
置
す
る
条
例
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
立
診

療
所
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
議
会
閉
会
中
の
継
続
審 

査
と
な
り
ま
し
た
。 

 

□
佐
呂
間
町
立
診
療
所
の
設
置 

 

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の 

 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 

に
つ
い
て 

 

町
立
診
療
所
の
設
置
位
置
や
利

用
料
の
規
定
を
変
更
す
る
た
め
条

例
の
一
部
改
正
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
町
立
診
療
所
に
関
す
る

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
議
会

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し 

た
。 

 

□
佐
呂
間
町
簡
易
水
道
事
業
給 

 

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

 

条
例
制
定
に
つ
い
て 

□
佐
呂
間
町
公
共
下
水
道
条
例 

 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制 

 

定
に
つ
い
て 

 

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
（
５
％
→
８
％
）

に
伴
い
、
水
道
料
金
及
び
下
水
道

料
金
を
消
費
税
分
引
き
上
げ
る
た

め
条
例
の
一
部
改
正
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
産
業
文
教
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
議
会
閉
会
中 

の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。 



５        議会だより ９７号 

平成２５年 １２月定例議会号 

 

 

 

 

・審議した議案④ 

□
「
要
支
援
者
へ
の
介
護
予
防 

 

給
付
の
従
来
通
り
の
継
続
」 

 

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ 

 

の
入
居
を
要
介
護
３
以
上
に 

 

限
定
せ
ず
従
来
通
り
と
す
る 

 

こ
と
」
「
利
用
者
負
担
増
の 

 

中
止
」
を
求
め
る
意
見
書
の 

 

提
出
に
つ
い
て 

 

国
は
、
要
支
援
者
を
介
護
保
険

か
ら
除
外
し
市
町
村
事
業
へ
移
行

す
る
こ
と
や
特
養
入
居
基
準
を
要

介
護
３
以
上
と
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
が
、
要
支
援
者
に
は
独
居

や
老
老
世
帯
で
暮
ら
し
て
い
る
方

も
多
く
お
り
、
ま
た
移
行
さ
れ
る

市
町
村
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

な
ど
が
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
市
町

村
格
差
が
生
じ
る
恐
れ
が
懸
念
さ 

れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
要
介
護
１
・
２
と
判

定
さ
れ
た
高
齢
者
の
中
に
は
、
特

養
以
外
の
生
活
が
著
し
く
困
難
な

方
が
多
数
い
る
現
状
か
ら
、
国
の

方
針
に
反
対
し
従
来
ど
お
り
と
す

る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
が

可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

□
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施 

 

策
の
積
極
的
な
展
開
に
関
す 

 

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
・
固
定
す
る
森

林
・
木
材
に
対
し
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
地
域
特
性
に
応
じ

た
森
林
の
整
備
・
保
全
を
着
実
に

進
め
、
森
林
・
木
材
産
業
の
振
興

を
図
り
山
村
地
域
を
活
性
化
し
て

い
く
た
め
に
は
、
森
林･

林
業
基

本
計
画
等
に
基
づ
き
森
林
施
業
の

集
約
化
、
人
材
の
育
成
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
、
国
産
材
の
利
用
促

進
に
よ
り
森
林･

林
業
の
再
生
を 

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
が
本
格
的
な
復
興
を
早
期
に
図

る
た
め
、
復
興
に
必
要
な
木
材
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
取
り

組
む
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提 

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

□
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創 

 

設
及
び
経
営
所
得
安
定
対
策 

 

等
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望 

 

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

政
府
の
農
政
改
革
で
、
農
業
・

農
村
が
果
た
し
て
い
る
多
面
的
機

能
に
対
す
る
支
払
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
は
、
環
境
保
全
や
地
域

政
策
を
重
視
す
る
世
界
的
な
農
政

の
潮
流
に
即
し
た
も
の
だ
が
、
地

方
自
治
体
の
財
政
負
担
や
都
府
県

に
比
べ
北
海
道
の
交
付
単
価
が
低

い
な
ど
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

 

ま
た
、
経
営
所
得
安
定
対
策
及

び
生
産
調
整
見
直
し
で
も
、
米
直

接
支
払
交
付
金
の
大
幅
削
減
な
ど

生
産
現
場
に
大
き
な
混
乱
と
不
安

を
招
き
、
さ
ら
に
は
米
の
安
定
供

給
を
危
う
く
し
、
地
域
経
済
や
関

連
産
業
な
ど
に
も
極
め
て
深
刻
な

打
撃
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ 

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
支
払
制

度
の
よ
り
一
層
の
充
実
及
び
農

業
・
農
村
地
域
の
担
い
手
で
あ
る

家
族
農
業
経
営
が
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
農

業
生
産
と
環
境
保
全
の
両
全
が
図

ら
れ
る
基
本
政
策
確
立
を
求
め
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣 

宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

□
平
成
26
年
度
畜
産
物
価
格
決 

 

定
等
に
関
す
る
要
望
意
見
書 

 

の
提
出
に
つ
い
て 

 

北
海
道
の
酪
農
・
畜
産
は
、
専

業
経
営
を
主
体
に
展
開
し
、
安

全
・
安
心
な
畜
産
物
を
供
給
す
る

と
と
も
に
、
国
土
・
環
境
保
全
な

ど
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
配
合

飼
料
や
燃
油
価
格
、
電
気
料
金
な

ど
の
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
に
よ

り
、
経
営
悪
化
や
生
産
意
欲
の
低

下
な
ど
危
機
的
な
状
況
に
瀕
し
て

お
り
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

に
伴
い
、
市
場
開
放
の
動
き
に
大

変
な
不
安
と
危
機
感
を
抱
い
て
い 

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
国
民
の

基
礎
的
食
料
の
安
定
供
給
及
び
地

域
経
済
・
社
会
を
支
え
る
酪
農
・

畜
産
の
持
続
的
な
発
展
と
、
家
族

経
営
を
核
と
す
る
多
様
な
担
い
手

の
育
成
と
経
営
の
安
定
に
向
け
要

望
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関 

係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

・
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の
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方 
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・審議した議案⑤ 

◎
簡
易
水
道
施
設
の
管
理
運
営 

 
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て 

【
質
】
修
繕
料
が
不
足
し
た
理
由
は
。 

【
答
】
例
年
５
０
０
万
円
程
度
の

予
算
で
施
設
修
理
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
浜
佐
呂
間
汐
見
地
区
の
水

道
本
管
流
量
計
の
予
期
せ
ぬ
故
障

に
よ
り
、
取
替
に
１
２
０
万
円
ほ

ど
か
か
っ
た
た
め
必
要
と
な
っ
た 

も
の
で
す
。 

◎
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に 

 

要
す
る
経
費
に
つ
い
て 

【
質
】
下
水
道
処
理
施
設
の
除
じ 

ん
機
故
障
の
要
因
は
。 

【
答
】
除
じ
ん
機
は
、
処
理
施
設

に
流
入
し
て
く
る
固
形
物
な
ど
を

ス
ク
リ
ュ
ー
状
の
刃
で
砕
く
た
め

の
も
の
で
、
ス
プ
ー
ン
程
度
の
も

の
は
砕
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
相
当
固
い
も
の
が
流
入
し

た
た
め
刃
が
か
け
た
も
の
と
思
わ 

れ
ま
す
。 

 

補正予算・議案 

 

ま
た
、
設
置
か
ら
年
数
も
経
過

し
て
い
る
た
め
刃
の
劣
化
も
あ
っ 

た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

◎
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
運
営
委 

 

員
会
設
置
条
例
に
つ
い
て 

【
質
】
運
営
委
員
会
の
委
員
は
、

公
募
に
よ
る
委
員
も
い
た
ほ
う
が 

い
い
の
で
は
。 

破損した除じん機の刃 

【
答
】
こ
の
運
営
委
員
会
は
、
町

立
診
療
所
を
住
民
の
側
か
ら
応
援

し
て
い
く
た
め
設
置
す
る
も
の

で
、
委
員
の
構
成
は
自
治
会
連
合

会
、
女
性
団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
、
社
会
福
祉
法
人
、
経
済
団

体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
に
属
す

る
方
を
各
団
体
か
ら
９
名
推
薦
し 

て
い
た
だ
く
形
で
す
。 

 

こ
れ
は
、
各
団
体
の
中
か
ら
の

推
薦
に
は
公
募
も
含
ま
れ
て
い
る

と
の
考
え
で
す
の
で
、
そ
の
よ
う

に
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

【
質
】
運
営
委
員
会
が
行
う
助
言

の
中
に
は
、
町
民
の
要
望
も
含
ま 

れ
る
の
か
。 

【
答
】
町
民
の
要
望
を
取
り
入
れ

た
診
療
所
に
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
で
す
が
、
運
営
の
基
本
は
、
診

療
所
を
永
続
的
に
維
持
し
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

 

こ
の
た
め
に
は
、
過
度
の
要
望

な
ど
で
医
師
を
含
め
た
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
疲
弊
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
こ
の

運
営
委
員
会
は
要
望
す
る
団
体
と

な
る
の
で
は
な
く
、
町
民
か
ら
出

て
く
る
要
望
事
項
が
、
こ
の
診
療

所
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に

必
要
か
ど
う
か
を
協
議
し
な
が

ら
、
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ 

と
に
な
り
ま
す
。 

◎
水
道
・
下
水
道
料
金
の
改
定 

 

に
つ
い
て 

【
質
】
４
月
か
ら
の
消
費
増
税
に

伴
い
水
道
及
び
下
水
道
料
金
を
改

定
す
る
条
例
改
正
案
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
際
、
高
齢
者
世

帯
や
独
居
世
帯
な
ど
基
本
料
金
の

水
量
ま
で
使
用
し
な
い
世
帯
に
対

し
負
担
軽
減
の
た
め
、
実
使
用
量 

に
よ
る
料
金
に
で
き
な
い
か
。 

 

で
き
な
い
と
し
た
ら
、
そ
の
理 

由
は
。 

【
答
】
基
本
水
量
ま
で
使
用
し
て

い
な
い
世
帯
も
あ
る
と
思
う
が
、

現
在
の
基
本
料
金
の
水
量
は
、
簡

水
事
業
が
始
ま
っ
た
頃
の
平
均
的

な
家
庭
の
使
用
量
と
し
て
設
定
さ

れ
、
こ
の
基
本
料
金
の
安
定
的
な

収
入
に
よ
り
簡
水
事
業
が
維
持
さ

れ
運
営
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
水
道
管
が
設
置
か
ら
40
～

50
年
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
、
平
成
18
年
度
か
ら
更
新
事
業

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
若

佐
地
区
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ 

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
た
め
に

も
、
簡
水
事
業
を
維
持
し
て
い
く

上
で
も
基
本
料
金
は
必
要
で
あ

り
、
天
候
な
ど
で
変
動
す
る
実
使

用
料
金
で
は
、
安
定
し
た
簡
水
事

業
運
営
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ま 

す
。 

 

取替修理が終わった水道流量計 

 

 


